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吃音は音節・語の部分の繰り返しや音韻の引伸ば
し，ブロック（阻止）といった発話の異常が高頻度に
出現する非流暢な状態のことである。発吃は 2～ 5歳
にかけて多く，その発生率は約 5％とされている。大
部分が自然回復すると言われているが，自然回復また
は治療を受けて回復しない限り成人になるにつれ症状
は重くなるといわれており，吃音者の多くは吃音を理
由に，活発な社会参加に難しさを感じていることが
多い。また，最悪の場合，自殺に至るケースも少な
くない。吃音の原因はいまだ明らかにされていない
が，これまでに成人を対象とした機能的磁気共鳴画像
（fMRI）研究が行われており，吃音者と非吃音者で発
話時における脳の機能的差異が報告されている。近赤
外分光法（NIRS）研究においては，音韻・抑揚変化
による音刺激提示により，聴覚野の機能側性化異常が
報告されている。これらの報告から，吃音の原因の一
つとして脳の機能異常が示唆されている。
幼小児期に発吃が多いことから，その時期における
吃音検査が重要であると考えられるが，身体の拘束性
が強い fMRIでは幼小児の計測が困難であることがほ
とんどである。これに対し，NIRSは非侵襲的かつ非
拘束で脳機能を計測できることから幼小児における検
査として非常に適した検査手法であると予想される。
そこで本研究では NIRSを利用して吃音者・児にお
ける発話の神経機構についてその機能的異常を明らか
にし，吃音症状の客観的かつ定量的な新たな臨床評価
法を確立するための基盤を築くことを目的としている。
本研究を実施するにあたり，NIRSの計測チャンネ
ルと実際の脳表面上における位置の対応関係につい
て，頭部や前額部，顎の動きによって生じる皮膚血流
等のアーチファクトについて等，NIRS研究全般にお
いて問題となるいくつかの課題について成人被験者を
対象に現在検討を進めている。これらの対策を講じる
ことで，MRIが実施可能な被験者に対しては，NIRS
の計測データを被験者の脳表面上に重ね合わせ，脳反
応の部位を特定することができるようになり，また，
タスクに対応した脳反応のみ（アーチファクトフリー
な計測データ）を得ることが可能となる。この検討は
今後の実験データの正確性および信頼性を確保するう
えで重要なステップである。なお，前者においてはフ
リーソフトである ImageJと Rを組み合わせることで
脳表面上の計測位置を確認できるプログラムを試作し
た。さらに，今後の研究の展開ついて，予想されうる
問題点とその対処法や期待される成果と臨床応用につ
いて報告する。
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